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35方定煥の翻訳作品研究
朴　　鍾　振
（翻訳：張晟喜）
1．はじめに 
　本研究は児童文学が形成されてジャンルが分化・発展していた近代に韓国と
日本で刊行された児童文芸雑誌『オリニ（어린이）』1 と『金の船』2 を中心に、韓
日間の文化交渉現象と受容史を探るための基礎作業である。近代期に各国の文
化が交流して干渉する現象は世界共通に見ることができる。日帝強占期という
時代的背景とともに方定煥（パン・ジョンファン，1899∼1931）をはじめ、韓
国近代児童文学を先導した人たちのほとんどが日本の留学生だったことから、
日本の影響を考えないわけにはいかない。しかし、日本文学の強力な磁場の
中でどのような選択と排除があり、我々だけの独自性をどのように確保でき
たかはこれからの研究課題である。
*	 この論文は 2016 年大韓民国の教育部と韓国研究財団の支援を受けて行われた研究
である。
		 （NRF-2016S!A5B5AOI023133）
1	 『オリニ（어린이）』（開闢社，1923.3-35.3,	 通巻 122 号）は 1923 年 3 月 20 日に創刊
号を出版して以来、日帝強占期の 1935 年 3 月まで 122 号が発刊された児童文芸雑
誌である。日帝強占期に発行され、韓国児童文学の近代を開いた重要な児童媒体で
あるにもかかわらず、これまで雑誌の実物は欠号が多く、研究の進展を遅らせた。
現在まで二回影印本（一次 1976 年ポソン社影印本、二次 2015 年ソミョン出版社影
印本）が出て、ある程度研究に必要な全貌が揃うようになった。ポソン社の影印本
を基準に実行された既存の研究を補強させていく持続的な研究が要求される。
2	 『金の船 =金の星』（1919.11-29.7、通巻 116 号）。『金の船）』（キンノツノ社）で創刊。
途中、発行人橫山壽篤と編集者の齋藤佐次郞との葛藤で、1922年6月から雑誌名が『金
の星』（金の星社）に変更された。齋藤が独立して出た形であるが、『金の船』を継
承している。本稿は雑誌名を『金の船』で統一する。
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　韓国児童文学の起源である『オリニ』と方定煥に関する研究について、多
くの研究成果を見ることができる。受容史的観点では 2000 年を前後して論文
が発表された。イ・ジェチョル（이재철 ,	 1994）、大竹聖美（2002）は、国際
間の比較文学（文化）的研究の必要性を提示し、韓日児童文学関係史研究の
土台を築いた。3方定煥の生涯を整理して作品世界を幅広く考察した研究はイ・
サンクム（이상금 ,	2005）、ヨム・ヒギョン（염희경 ,	2005）、チャン・ジョン
ヒ（장정희 ,	 2013）が詳しい。4 日帝強占期に児童文学を切り拓いた方定煥の
生涯に光を当て日本児童文学に対する観点を喚起した。特にヨム・ヒギョン
は方定煥文学の性格が韓国児童文学の基本性格を規定する源泉として定着し
ていることを考察した。また、方定煥が「面白さ」と「有益」を児童文学の
重要なポイントと把握した背景として『金の船』の影響を看過すことはでき
ないとみた。方定煥の日本留学当時、ロマン的童心主義を極端に追求した『赤
い鳥』や軍国主義色の強い大衆児童雑誌より『金の船』からより多くの影響
を受けただろうと推測した。『金の船』が『オリニ』に様々な形で影響を及ぼ
したということは早くから予見されたにもかかわらず、実証的な後続研究が
行われなかったのは残念なことである。イ・ジョンヒョン（이정현，2008）は『サ
ランエ	ソンムル（사랑의 선물）』（方定煥，開闢社 ,1922）が、日本で刊行された
『世界童話宝玉集』、『グリム御伽噺』、『金の船』、『童話』などから翻訳している	
ことを明らかにした。5先行研究で試みられなかった一次的資料の発掘と比較
研究という点で高く評価するべきあり、近代児童文学研究に重要な資料を提
示している。キム・ヨンスン（김영순 ,	2009）6 は日本児童文学史で童話ジャ
ンルの変化が持つ文学史的意味を概括した。韓日児童文学の受容史を視野に
3	 이재철「한일아동문학의 비교연구 1」『국문학논집』14 집 단국대학교출판부 ,	1994.：	
大竹聖美『근대 한일 아동문화 교육 관계사 연구（1895-1945）』연세대박사학위 
논문 ,	2002.
4	 이상금『소파 방정환의 생애 사랑의 선물』한림출판사 ,	2005.	:		염희경『소파（小波）	
방정환（方定煥）연구』	 인하대박사학위논문 ,	 	 2007.：장정희『방정환 문학연구 : 
‘소년소설’의 장르의식과 서사전략을	중심으로』고려대박사학위논문 ,	2013.
5	 이정현『方定煥の飜譯童話硏究:＜サランエソンムル（사랑의선물）>を中心に』大阪大
学博士学位論文、2008.
6	 김영순「일본동화장르의 변화과정과 한국으로의 수용 : 일본아동문학사 속에서의 
흐름을 중심으로」	『아동청소년문학연구 4』한국아동청소년문학학회 ,	 2009,	 pp.31-
65.
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おいて叙述しており、多くの示唆を得ることができる。
　『オリニ』と『金の船』とを比較文学的な観点で分析した研究はほぼ空白状
態に近いもので、研究の緊急性を強調したい。現在まで大正期の日本児童文学
は「童謡」、「童話」など、ジャンル形成の様相および理論の受容問題で部分的
に扱われたり、「芸術的童謡運動」「童心」「童心主義」など概観的で総体的な
議論のレベルで言及されている。これによって漠然とした推測が先行したり、
既存研究の誤謬が踏襲される傾向があるのも事実である。実証的なテキスト
の研究が必須な理由である。	
　方定煥は来日直後から〈王子と燕（왕자와 제비）〉（『天道教会月報』126 号、
1921.2）を皮切りに多くの作品を朝鮮に紹介した。外国の童話を選んで『サラン	
エ	ソンムル』を発刊して、『オリニ』にも外国の童話を多数掲載した。創作童
話への移行において「古来童話」収集とともに、外国童話の「輸入期」の必要
性を感じた方定煥の文学的試みをみることができる。7 最近の研究では方定煥
の〈ろうそく鬼神（양초귀신）〉（『オリニ』3巻 8号、1925.8）が『金の船』に
収録された〈らうそく魚〉（小島政二郞、1924.7）の翻訳であることが明らか
になった。〈ろうそく鬼神〉は、これまでの研究では方定煥の創作と見なされ
ていた作品である。キム・ギョンヒ（2015）は『オリニ』に掲載された方定煥
の三篇の「鬼神童話」を分析、外国の童話と朝鮮の童話を自由に取り込んで
活用する方定煥の独特な個性を高く評価した。8
　日本の場合、1920 年代を前後して前近代的な児童文学形式に対する反発で
現れた「芸術的な童話・童謡運動」は、『赤い鳥』（1918.7. 創刊，赤い鳥社）、
『金の船』、『童話』（1921.2. 創刊，コドモ社）、などの児童文芸雑誌を中心に展
開された。各雑誌は中心的な作家、詩人、画家を掲げ、9 読者の関心を引こうと
する一方で、読者投稿を奨励することによって積極的な参加を促した。しかし、
芸術的な童話・童謡を掲げたが、実際の作品を読んでみると、芸術性の高い創
7	 방정환「새로		開拓되는 ‘	童話 ’ 에	關하야 : 特히		少年以外의	一般큰이에게 :」『개벽』	
4 권 1 호  개벽사 ,	1923,	p.23.
8	 김경희「방정환‘귀신동화’의 형성과 의미 연구」『국문학연구』제 32 호 국문학회 ,	
2015,	pp.247-277.
9	 『赤い鳥』：鈴木三重吉、北原白秋、淸水良雄、『金の星』：沖野岩三郎、野口雨情 ,
岡本歸一、『童話』：小川未明、西條八十、川上四朗 .
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作よりは外国の童話の再話が圧倒的に多く、雑誌構成で欠かせない要素であっ
た。10
　『オリニ』にも創刊号の〈ろうそく売りの少女（석냥파리 소녀）〉（1923.3）を	
皮切りに、グリム童話、アンデルセン童話、アラビアンナイト、クオレなど、読	
者を魅了する物語が載った。一号あたり平均二編以上の外国の童話が収録され
ることによって、翻訳童話は叙事部門の主要構成要素となった。当時は翻訳
の明示や原作者、及び作品名を省略することが一般的でもあったが、『オリニ』
では読者の面白さのために意図的に明かさない側面もあり、11 現在でも翻訳と
創作を区別することは容易ではない。方定煥の翻訳作業が近代文学形成に重
要な影響を及ぼしたということを考える際、基礎資料の発掘は喫緊の問題で
あるに違いない。
　筆者は韓日児童文芸雑誌『オリニ』と『金の船』を比較・検討していたところ、
これまで方定煥作品として知られていた〈耳の聞こえない家鴨（귀먹은 집오
리）〉と〈プルノリ（불놀이：花火）〉の日本の底本を見つけることができた。	
『金の船』では二編とも「童話」と分類されているが、方定煥は〈耳の聞こえ
ない家鴨〉を「童話」、〈プルノリ〉は「少年哀話」に区別して翻訳したとい
う点で興味深い。〈耳の聞こえない家鴨〉は『オリニ』発刊以前に翻訳された
作品で、方定煥の「童話」創作に対する真剣な思いを垣間見ることができる。
〈プルノリ〉はタイトルに「少年哀話」というジャンル名をつけて内容的特徴
に注目し、ジャンルの細分化を追求している。本稿では〈耳の聞こえない家鴨〉
と〈プルノリ〉の日本の底本と方定煥の翻訳文を比較・分析し、方定煥の翻
訳の特徴と時代像を探ってみようと思う。このため、まず、韓日児童文芸雑
10	 菅忠道『日本の児童文学	1	総論（増補改訂版）』大月書店、1966,	p.101.
11	『オリニ』では殆どの場合、翻訳であることを明らかにしなかった。1924 年 2 月（2巻	
2号）〈小さな福箱（조그만 복상자）〉には'リュ・ジヨン（류지영）訳'としたが、それ以降
も明らかにしない場合が多かった。これに対して方定煥は次のような翻訳観を明らかに	
している。第 5巻 3号（讀者談話室）,	p.63.
	 「翻訳した文に翻訳と書かない理由があります。ある良い文を『オリニ』に出すこ
とはその文を紹介するために出すのではなく、その文が読者に与える利益！それが
目的です。しかし、ある文が大きく感動を与えたのだが、それが他の国にあるもの
を翻訳したものだと言うと、その感動が弱まるわけで、幼い者の雑誌には翻訳とし
ない場合がよくあります。『オリニ』は大人の研究や参考のためのものではないので、
大人の雑誌とは場合が異なることが多いです。」
03_張晟喜_16号.indd   38 2019/03/25   13:58
39方定煥の翻訳作品研究
誌が発刊された社会的背景と文学史的意味に注目してみる必要がある。方定
煥が日本の児童文芸誌からどのような選択をし、どのように韓国の児童文学
に組み入れたのか、翻訳テキストの選択と再話（翻訳）の過程で現れる「童話」
形式に対する構想と実践の端緒が得られることと期待する。
2．大正期 日本児童文芸雑誌『金の船』と方定煥
　日本の大正期（1912-1926）は 15 年に過ぎない短い期間だったが、経済的な
余裕のもと、大衆文化の基礎が作られ華やかに花開いた文化時代であった。児
童文学も官製唱歌と通俗的な読み物に対抗して、芸術としての価値を持った童
話・童謡の創作を追求するようになった。方定煥が日本に渡ったのは 1920 年
であった。この時期、日本には多くの種類の児童雑誌が発行されていた。日
本の大正期は児童雑誌の隆盛期であり、読者に豊かな読物を提供していただ
けでなく、児童文学の主要ジャンルが形成されつつある時期であった。また、
朝鮮の児童文化運動の基盤を築こうと悩んでいた方定煥に児童文学の談論を
提供し、下位ジャンルを開拓できる重要な契機となった。1923 年関東大震災
後、多くの雑誌が廃刊に追い込まれてしまったことを思うと、方定煥は短い「児
童雑誌の黄金期」を直接目撃したことになる。『オリニ』には日本の児童雑誌
の文学的成果が集約的に反映されている。
　『金の船』は斎藤佐次郎（1893-1983）が創刊、編集主幹を務めた。斎藤は 1
年前に出た『赤い鳥』に載った文壇の有名作家が書いた童話と童謡を読み、「そ
れまで出た雑誌とは違って、芸術的な表紙絵と挿絵に従来の少年少女雑誌では
得られなかった新鮮な印象」を受けて雑誌発刊を決意するようになる。12 ほぼ
同じ時期に『おとぎの世界』（1919.4）、『こども雑誌』（1919.7）、『童話』（1920.4）
など、類似した性格の雑誌が相次いで創刊された。雑誌は童話、童謡を掲載して、
類似企画と読者投稿による作品募集をするなど、類似した編集体裁で刊行され
ていた。このような流れについて『赤い鳥』の編集者鈴木三重吉（1882∼1936）は、
猿のように人の真似をする「マネ雑誌」と非難するが、13 日本児童文学の世界
12	 齋藤佐次郎	 著・宮崎芳彦	 篇『斎藤佐次郎　兒童文學史』金の星社、1996、pp.32-
34.
13	 前掲書、p.102.
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が拡大して近代的な展開を見せる動きを止めることはできなかった。
　確かに『金の船』創刊には『赤い鳥』の影響があったが、単なる先行雑誌を
真似するのではなく、独自性を確保することに力を注いだ。編集体裁は、芸
術児童雑誌の典型的な紙面構成を受け入れながらも、「児童自由詩募集」、「児
童自由画募集」といった画期的な構成をみせ、これが他の雑誌にも影響を及
ぼし、いわゆる「大正期芸術運動雑誌の総合的スタイル」を創りあげる。また、
「海外の文芸・文化の移植、日本の歴史と伝統の再認識、地方色と郷土色の重
視、楽しさ、分かりやすさへの配慮」など、児童中心の編集方針を全面に掲げ、
読者の関心を集めた。14
　方定煥が日本に留学していた 1920年は、このような児童雑誌が活発に刊行さ	
れていた。その中で〈王子と燕（왕자와 제비）〉を翻訳して、『サランエ　ソンムル』	
に載る挿絵を探し求める。京城（現在のソウル）では直接「金の星という雑誌」を購入	
したりもする。15方定煥は大正期の日本雑誌を読んで多くの要素を雑誌作りの参考と	
したが、特に『金の船』との関連性が目立つ。その理由をいくつかあげてみると、
第一に、挿絵を担当した岡本歸一（1888∼1930）に対する好感があったと思わ
れる。大正期の児童雑誌で挿絵を担当した画家は作家以上に重要な存在であっ
た。雑誌は「ひとりないしふたりの童画家に表紙・口絵・挿絵・飾絵のすべ
てを委せて」16 いたのである。岡本歸一は創刊号から第 5巻 8号（1923.7）まで
全体の挿絵を担当して、『金の船』のイメージを形成するのに大きな役割を果
たした。岡本が描く子どもは豊かな表情と躍動的な動きで生命感にあふれて
いる。また、事物を「ありのまま」描こうと努めたために「違和感がなくわ
かりやすく、絵を見る訓練を重ねていない子どもであってもすぐに親しむこ
とが可能」であった。これが「あらゆる階層の子どもより愛される由縁」17であっ
たため、方定煥にも親しみやすかっただろう。方定煥は『サランエ	ソンムル』
と『オリニ』を通して岡本の挿絵を積極的に活用した。
　第二は、編集者斉藤佐次郎が創刊号の社告であきらかにした「子どものた
14	 齋藤佐次郎「刊行にあたって」『雑誌金の船＝金の星復刻版別冊解説』ほるぷ出版、
1983.
15	 長沙洞一讀者「方定煥氏尾行記」『어린이』제 3 권 11 호 개벽사 ,	1925.11,	p.57.
16	 上笙一郎『日本の童画家たち』平凡社、2006、p.51.
17	 同書、pp.52-53.
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めの雑誌」という編集哲学に対する共感である。
　近頃になつて、こどもの讀物に新運動が起りました。此の意義ある運動によつて、
惰気満々としてゐた子供の讀物が、どれだけ、改善されたか知れません。従來のこ
どもの讀物は五年前も十年前も、殆ど同じ物で時代とともに少しも進歩してゐませ
んでした。ところが、一部の人々の努力によつて、最近こどもの讀物が一變しやう
としてゐます。此の尊敬すべき新運動はこどもの讀物の詩的、藝術的方面を充分に
開拓しました。しかし、惜むらくはこどもになくてはならぬ道徳的、教訓的方面を
閑却してゐる傾があります。その上、程度が高まり過ぎて、こどもの讀物らしくな
い觀をさへ呈して來ました。吾々は此の新運動の意議ある方面は何處までも見習つ
て行きます。18
　斎藤は新たに興った子どもの読物の新しい運動に共感しながらも「道徳的、
教訓的方面」が疎かな点を指摘している。「道徳的、教訓的方面」といっても
学校で一方的に叩き込むことではなく、面白い童話を読むうちに「人間とし
て必ず学ばなければならないこと」を自然に学べるように教えていくという
ことを強調する。
　併し同時にその足りない方面を補つて行かなければならないと思ふのです。如何
に教訓的方面がこどもに必要だからと言つて吾々は學校で教へる修身を雑誌の上で
繰返さうとするのではありません。修身的お話は、學校で毎日聞かせるので澤山です。
それ故吾々は佛蘭西などの教科書の様に、面白い童話の中から自ら人として學ばなけ
ればならぬことを教へて行く様なものを発表したいと考へてゐます。併し、此の種
の話ばかりを揚げやうとするのではありません。上品な、快活な、ユーモラスな話
は子供になくてはならぬものですから、此の方面にも力を盡して行く事は勿論です。19
　方定煥が『オリニ』創刊号（1923.3）の「残ったインク（남은 잉크）」を通し	
て、「教訓談や修養談は学校でよく聞かされているから、ここではただ面白く
18	 齋藤佐次郎「通信」『金の船』創刊号 1919.11. キンノツノ社、p.80.
19	 同上 .
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読んで遊ぼう、そのうちに、知らないうちに、自然に清い善良な心が育って
行くようにしよう！このように考えて、この本を作りました。」（p.12）と明か
したことと通ずる思想がみられる。	
　斎藤は『金の船』が「子どものための雑誌」であることを強調して、読物
の内容はもちろん編集体裁と活字に至るまで、子どもに合わせる努力をして
いることを明らかにした。
　此の外、吾々の雑誌は何處までも子供のものであらしめたい爲めに、讀物の内容
を出來るだけこどもらしい物にしたばかりではなく、言葉もこどもの持つてゐる言
葉で書いて貰つた積りです。また、雑誌の體裁もこどもらしくと思つて、組方など
にも相當注意しました。今迄の多くの子供雑誌は大人の雑誌と殆ど同じ様な活字の
組方をしてゐたのです。20
　このような哲学を基に斎藤は創刊号から子どもたちの日常の経験から滲み
出る率直な気持ちを自由に歌い（幼年詩、童謠）、自由に描き（自由画）、自由
に表現（綴方）するよう導いた。『赤い鳥』でも「推薦創作童話（童謡）」欄を
通して、「読者の創作意欲を引き立てて三重吉の運動を広く浸透」21 させていっ
た。しかし、「子どもに文章の手本を提示」（創刊号）しようとする意識が強す
ぎたために、もう一つの定型化を強要する要因ともなった。このため、児童
の訓育を担当した教師や保護者に歓迎されたが、子どもたちには親近感を与
えられなかった側面もあったと思われる。22『金の船』は「純文学的・芸術的
児童文学」を志向しながら、道徳性と教訓性も重視するが、同時に「大衆的・
通俗的児童文学」が追求する娯楽性を通して、子どもの心を獲得しようという
折衷的な性格も見られる。23 方定煥がより『金の船』に注目したのは自然なこ
20	 同上 .
21	「コラム赤い鳥運動の功罪」『図説　児童文学翻譯大事典第 1巻』大空社、2007、p.148
22	 関英雄『〈赤い鳥〉再考：児童文学史の未熟』文芸論叢、文教大学女子短期大学部
文芸科、1991、p.64.「目次に行儀よくきちんと納まったどの童話も読物も、どこか
取りすました品のよさがあって、取りつきにくかった。他の少年雑誌の読物を子ど
もの口に入り易い駄菓子にたとえるなら、『赤い鳥』の童話や読物は庶民の子の食
べつけていない高級洋菓子というところだったか。」
23	 鳥越信編『はじめて学ぶ日本児童学史』ミネルヴァ書房、2001、p.107.
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とであっただろう。実際『金の船』収録のテキストが多数『オリニ』に受容さ
れたりもした。次章では、『金の船』から翻訳した〈耳の聞こえない家鴨〉と
〈プルノリ〉を実例に挙げ、方定煥がどのように「童話」を選択・再構成した
のかを確認してみることにしたい。
3. 方定煥の翻訳—童話〈耳の聞こえない家鴨〉と少年哀話〈プルノリ〉
　韓国の近代雑誌『オリニ』には外国作品の翻訳・翻案が毎号掲載された。イ
ソップ、トルストイなど、寓話類をはじめとして、グリム童話、アンデルセ
ン、千夜一夜物語、クオレなど、日本に早くから翻訳されていた作品が多かっ
た。この時期の翻訳は全体的に原作者や作品名が明らかになっておらず、作
品背景を朝鮮に変えたり、登場人物の名前も変更して「ヘンゼルとグレーテ
ル」が「キナミとオギ」になったり、〈灰だらけの王妃（재투성이 왕비）〉の	
主人公が「キョンヒ」として紹介されたりもした。このようにして翻訳が創
作と見なされたりもしながら混乱をもたらしたが、子どもたちに多様な形式
と内容の読み物を提供した。
　『オリニ』には創刊号から外国の童話が紹介される。〈マッチ売りの少女
（석냥파리 소녀）〉は「名作童話」、〈いたずらな鬼神（작난군의 귀신）〉は	
「フランス童話」として提示している。『オリニ』発刊直前、『開闢（ケビョク）』
に載った「新たに開拓される<童話>に関して」で、方定煥は「童話という
のは誰もが知っているとおり〈太陽と月（해와 달）〉〈フンブノルブ（흥부와 
놀부）〉〈コングズィパッジュイ（콩쥐팟쥐）〉〈ピョルジュブ（별주부：톡긔의 
간）〉等のようなもの」と説明した。まるで「童話」と「古来童話」とが混在され	
ているようにみえる。	
　〈耳の聞こえない家鴨〉は日本児童雑誌『金の船』に載った作品の翻訳で、
1920 年代初め、日本の児童文学でも「童話」の概念は依然として混乱した様
相を呈していることを示す作品として注目される。
1）「従来の形式」から脱しようとした「童話」〈耳の聞こえない家鴨〉
　〈耳の聞こえない家鴨〉は、まず『天道教会月報』に〈귀먹은 , 집오리〉（12	
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9 号、1921.5）と発表されていたが、再び『オリニ』第 3巻 5号（1925.5）に掲載	
された。『天道教会月報』の時には「牧星（モッソン）」というペンネームで〈童
話リヤギ、二つ（동화 리약이 , 두 조각）〉という大きなタイトルの下で、〈耳の
聞こえない家鴨〉、〈かささぎの衣装（까 - 치 , 의 옷）〉が一緒に載った。二作とも	
翻訳（翻案）と推定 24 されるが、翻訳底本が明らかになっておらず、現在でも
方定煥の作品として子どもたちに読まれている。方定煥はこれに先立ち、〈王
子と燕〉（天道教会月報 126 号、1921.2）を翻訳・掲載しながら、「外国の有名
な」物語であるといって、「私が考えていることを書く前に、外国の童話を一つ、
まず紹介して、次回から私が考えて創ったものを書きます。」	25 と約束する。し
かし、同年 5月に〈耳の聞こえない家鴨〉、〈かささぎの衣装〉を掲載しながら、
謝罪文を一緒に載せた。
　最愛なる幼い友だちへ
　毎月、面白いお話をすると約束していたのに、二ヶ月もお話ししないで本当にご
めんなさい。確かに私は書き送らなかったのに、月報が来ると童話を探して、また
それがないので私の心もとても寂しかったです。しかも、この前「どうして、続け
て出さないのですか」と知らない人から催促のはがきを貰って、もっともっとすま
ない気持ちでした。ごめんなさい。書こう書こうとしたのですが、①先々月は体が
閉じ込められていたために書けず、先月は学校の事で書けず、心の中で申し訳ない
気持ちでいっぱいだったところに、今度は学校の事、青年会の事で忙しくして考え
る暇がなく、また書くことができなくなりました。ごめんなさいに、ごめんなさい
の上塗りになりました。
　でも、たくさんの幼い友を愛する私の心の中で、申し訳ない気持ちを少しでも減
らすために、今度はとり急いで短い短いものを書きましょう。
　②芸術の中でも最も難しいという童話創作をそんなにむやみに書くことはできま
せんから、今回は創作だけは休んで他のことを書くことにして、来月からゆっくり
考えてきっといい新しいものを書くことをもう一度約束しておきます。26（* 番号と
24	 朴賢洙「잡지 미디어로서 < 어린이 > 의  성격과 의미」『대동문화연구 50 집』	
성균관대학교대동문화연구원 ,	2005,	p.267 쪽 .	：	염희경	前掲論文 ,	p.168	.
25	 방정환〈동화 왕자와 제비〉『천도교회월1보26 호』개벽사 ,	1921,	pp.95-103.
26	 牧星〈동화 리약이 , 두 조각〉『천도교회월1보29호』개벽사 ,	1921,	p.93.	
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下線は筆者）
　ここで①の「体が閉じ込められていたために書けず」というのは 1921 年 2月、
東京で発生したミン・ウォンシク暗殺事件の容疑者として逮捕され、数十日間、
獄中に閉じ込められていたこと 27 を言っている。また、「学校の事」は 4月に
予定された東洋大学の聴講に関する諸準備によることと思われる。28『天道教
会月報』5月号の発売を控えた 1921 年 4 月の時点で実際的に童話創作はほぼ
不可能だったはずである。童話創作は方定煥に重要な課題の一つであった。こ
のため、②「芸術の中でも最も難しいという童話創作をそんなにむやみに書
くことはできませんから」と言って、童話創作に対する度重なる試みにもか
かわらず、むやみに書くことはできないという慎重な態度を見せる。	
　〈耳の聞こえない家鴨〉は〈聾の家鴨〉（『金の船』第 2巻 5号、1920.5）を
翻訳したものである。ずる賢い家鴨が聾の友達を利用するだけで、害しようと
したあげく、結局自分が殺されるはめになったという寓話形式の物語である。
始まりの部分を比較してみると、日本の底本を特別に変容させることなく翻
訳していることが分かる。ここでは『天道教会月報』収録作を基準とする。
　A.	廣いお池に、眞白い綺麗な家鴨が二羽かはれてゐました。二羽とも雄で大層よ
く似てゐました。その中の一羽は、少し聾で殊に人間の言葉は少しも判りませんで
したが、一羽は人間の言ふ事もよく判るし、その上意地悪でありました。
　毎日三度づつ男の子が来て池の邊りの土の上に餌をまいてやります。すると、先
づ、意地悪の家鴨が上つて、餌のいいのを食べてから、聾の家鴨を呼ぶことになつ
てゐました。それは意地悪の家鴨が、「人間が餌を呉れるとき、うつかり行くと捕
らへて殺される。だから僕が先にあがつて、人間の話をきいて危なくなかつたら、
君を呼んでやる。」と言つて、いい加減に聾を騙してゐるのでありました。聾の家
鴨は、それと知らずに親切な友達だと喜んで、何時も殘りの不味い餌を食べてゐま
27	 장정희	前掲論文	p.52.
28	 仲村修	 ｢方定煥硏究序論 : 東京時代を中心に｣『靑丘學術論集』14 集	 韓國文化硏究
振興財團、1999、p.102.	 仲村修が東洋大学に方定煥の聴講生としての記録を問い合
わせた結果、「方定煥は 1921 年 4 月 9 日に、専門学部文化学科に ' 聴講生として ' 入
学 " したという返信を受けた。」
03_張晟喜_16号.indd   45 2019/03/25   13:58
46 方定煥の翻訳作品研究
した。男の子は、あの家鴨は自分に馴れないのだと思つてゐました。29
　B. 広いお池に、まっ白な綺麗な家鴨が二羽かわれていました。二羽とも雄でかっ
こうも双子のようにそっくりです。そのうちの一羽は、かわいそうに聾で人間の言
葉がよく分かりませんでしたが、もう一羽は耳がよく人間たちが細い声でささやく
言葉までよく分かるのに聾の家鴨をよく見てあげず、いつも騙してばかりいました。
　毎日三度ずつ主人の家の子が池の辺りに出て来て土の上に餌をやります。その度
に耳のよい家鴨が『人間が餌をくれるとき、下手にのろのろしては捕まえられやす
いから、僕が先に行って、人間の話をきいて危なくなかったら君を呼んでやるから、
そのときに来いよ』と騙して、自分が先に行って思いっきり食べた後、やっと聾を
呼んで、残りを食べさせていました。それでも聾の家鴨は騙されているとは知らず
に、とても良い友達だとただ信じて、毎日残りの餌だけ食べていました。そのよう
なことは知らずに、主人の家の子は、捕まえられるとばかり思っている聾を『あの
家鴨はなぜかなつかないな』と思っています。30
　物語には善と悪とが明確に区別されていて、二羽の家鴨が外形だけでは区別
しにくいという伏線が敷かれている。耳のいい家鴨が聾の家鴨を騙すことば
かりして、いつも良い餌を独占できるのは人の言うことが分かるからである。
世の中の変化に明るく、有利な位置を占め、良い機会を逃さない小利口な機
会主義者に対する比喩として読める。主人は卵が産めないという理由で一羽
29	 齋藤素果〈聾の家鴨〉『金の船』第2巻 5号	キンノツノ社、1920	、pp.50-51.	
30	 牧星〈귀먹은 , 집오리〉『천도교회월보129호』개벽사 ,	1921,	pp.93-94.
 　넓다란 련못에 하 - 얏코 어엽븐 집오리 두 마리가 길니우고 잇셧슴니다 . 두 
마리가 모다 숫컷이고 모양도 쌍동이 갓치 똑갓힛슴니다 . 그 즁에 한 머리는 
불상하게 귀가 먹어셔 사람의 소래를 잘 알아듯지 못하건만은 다른 한 놈은 귀가 
몹시 밝아셔 사람들이 가는 소래로 소근거리는 소래까지 잘 알아드르면셔도 귀 
먹은 오리를 잘 보아쥬지 아니하고 늘 속히기만 하여 왓슴니다 . 
 　매일 세차례식 쥬인집 아해가 련못가에 나아와셔 땅우에 먹을 것을 줌니다 . 
그때마다 귀 밝은 오리가 『사람이  멕이를 쥴때에 잘못 어릿어릿하다가는 
잡히기가 쉬우닛가 내가 먼져가셔 사람들의 소래를 들어 보아셔 위험하지 안커든 
불늘것이니 그때에 오라』고 속히고 제가 먼져가셔 실토록 먹은 후에 겨 - 우 
귀먹어리를 불너셔 남어지를 먹게 하엿슴니다 . 그래도 귀먹어리 오리는 속는쥴은 
모르고 대단히 친한 동무로만 밋고 날마다 찍걱지만 먹고 잇셧슴니다 . 그런쥴은 
모르고 쥬인집 아해는 잡힐쥴만 알고 잇는 귀먹어리를 『져 오리는 왼일인지 길이 
들지를 안는다고』생각하고 잇셧슴니다 .
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を殺そうと聾の家鴨の足に布を結んで印をつける。そっくりの家鴨二羽の運命
が布切れ一つで行き違う過程で緊張感が高まって、小利口な家鴨の死で解消
される。短いながら物語性がはっきりしている。方定煥は子どもたちが望む「面
白いお話し」はまさにこのような物語だと判断したのだろう。〈王子と燕〉は
結末部分を大きく変容させたが、〈耳の聞こえない家鴨〉は大きな変容がなく、
文章一つ一つを緻密に翻訳して行って、文末に至って、自分なりの解説を付
け加える。	
　A.	その晩、お池の方で、ガアガアと苦しさうな家鴨の鳴聲が聞えるので、お父さ
んと男の子が急いで行つて見ると、一羽の家鴨が血まみれになつて池の邊りに斃れ
てゐました。
　『鼬にやられたのだ、しかし丁度よかつた、脚に布のない方だよ。』とお父さんが
言ふと、男の子は小屋の中を覗いてみて『お父さんこの家鴨にも布がありません。』
と言ひました。31
　B.	 その晩、お池の辺りで、キルクキルクと苦しそうな家鴨の鳴く声が聞こえるの
で、主人とその子が駆けて行ってみると、一羽の家鴨が家に入らないで、池の辺り
で死んで倒れていました。『ああ、イタチに噛まれて死んでしまったんだね ......。でも、
丁度、脚に布のないなつかない家鴨だった。』と主人が言うと、主人の子は、家鴨の
小屋を覗いて見て『お父さん、この家鴨にも布がありません。』と言いました。耳の
良いやつが何度も聾を死なせようとしましたが、結局、自分が死んでしまいました。32
　〈聾の家鴨〉は『金の船』に「推薦童話」として選ばれた。「推薦童話」とい
31	 齋藤素果	前掲書、p.53.
32	 牧星	前掲書 ,	p.95.
	 　그 밤에 련못가에서 끼룩끼룩하고 괴롭게 오리가 우는 소래가 나는고로 
쥬인과 그 아해가 뛰여가 보닛가 오리 한 머리가 집에 드러가지도 안코 
련못가에서 피투성이가 되야 죽어 잡바져 잇셧슴니다 . 『에에 족졉이에게 
물녀죽엇고나 ...... 그러나 맛침 발에 헌겁 업는 길 안든 오리엿다 .』하고 
쥬인이 말하닛가 아해가 오리집을 드려다 보고나셔 『아버지 이 오리에도 헌겁이 
업슴니다 .』하엿슴니다 . 귀 밝은 놈이 여러 번 귀먹어리를 쥭게 하려하엿스나 
결국에 제가 죽엇슴니다 .
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うのは読者の投稿作のうち、優秀作を選んで掲載するもの 33 で、主に斎藤佐次
郎が選者を務め、廃刊時まで続き、読者投稿を積極的に励ました。作家は「齋
藤素果」になっているが、作家に関する資料はほとんど見つからない。ほかに、
『御伽世界』1巻 7号（1919.10）に〈幸福な雛めじろ〉が「入選童話」に載り、
同誌 2巻 6号（1920.6）に〈猫のゆくえ〉が「入選童話」として選ばれた。主
に「入選童話」に散見され、これ以外に作品が確認されないことから、専門
作家ではない読者投稿者と見られる。選定のことばである「応募童話を読んで」
では次のように評している。
　応募童話の三分の一は、従来あり来たりの型から脱しようとしてゐる作品でした。
また、実際脱し切つてゐる作品も中々ありました。「聾の家鴨」などは、それでした。
すつきりとした非常に気持ちのいい作品でした。この作者は未だ大きい芸術を持つ
ているとは言へないでせうが、大変にいい傾向を辿つてゐる人だと思いました。話
としても面白く、あり来りの型から離れて、一つの完成した芸術作品になつてゐま
した。34
　何度も強調される「ありふれた形式」「従来の形」というのは、当時の「童話」
ジャンル形成と関連している。巌谷小波は昔話を含めた伝承説話の再話など、
説話的性格が強い「御伽噺」を確立した。このような説話的な性格を脱して「近
代的な芸術性確立」を主張したのが「童話」運動であった。1910 年末に「童話・
童謡」というジャンル名が近代的な意味を持って登場し、児童文芸雑誌はもち
ろん、婦人雑誌と新聞にまで「童話・童謡」が発表されるほど流行した。しかし、
ジャンル名が先行したきらいがあり、明治期の「御伽噺」と本質的な違いを
みせる作品はまだ少なかった。35 大正期には「内容と形式において、従来の枠
組みから外れた」「童話」の確立に向けた努力が進行中であったのである。斉
33	『金の船』は創刊号から童話・童謡を募集している。また、第 2巻 3 号からは次の
ような募集文を載せる。「吾々はかくれたる童話、童謡作家を紹介したいが爲に、
毎月童話童謡を募集いたします。題材は勿論作家の自由ですが、内容形式は共に従
来の型を破つた、真に芸術的な作品を求めます。」
34	「応募童話を讀みて」『金の船』2巻 4号、1920、p.92.
35	 菅忠道	前掲書、1966、	p.100.
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藤が〈聾の家鴨〉を「推薦童話」に選んだ理由もここに見ることができる。
　齋藤は審査評に続いて「子共に読ませるものだからと言つて芸術的に第ニ義
的にも三義的にも程度を落して書くのは誤つてゐると思ふのです。ただ表現だ
けを極めて単純にさへすれば、芸術的には少しも落としてかかる必要はない」
と述べる。その具体的な証拠として「世界児童文学の宝石と尊はれているア
ンデルセンやグリムなどの作品」を挙げた。これらの童話が「芸術品として
程度を少しも落してゐ」ない立派な子どもたちの読物ということである。36 こ
のような齋藤の芸術観は、いつも「幼い友」を中心に置いて、彼らに与える「童
話」を「神聖な童話」「新しい小さな芸術」であることを強調した方定煥の思
想と共通する部分を感じることができる。37
　『天道教会月報』に載った〈耳の聞こえない家鴨〉は『オリニ』に〈耳の聞
こえない家鴨〉（小波、1925.5）として再度掲載される。また、11巻 5号（1933）
に再収録されることによって、方定煥の作品として完全に認識された。繰り返
し掲載された〈耳の聞こえない家鴨〉は子どもに読まれ続けて、「童話」の認
知度を広めて行った。〈耳の聞こえない家鴨〉は方定煥が読者の「面白さ」に
重点をおいた選択がなされたという点で意味があり、方定煥が「童話」の概
念を確立しながら、童話創作を実践していく前座に位置した重要な作品と言
える。
2）「童話」から「少年哀話」へ　― 少年哀話〈プルノリ〉
　『オリニ』2巻 9号（1924.9）に載った「少年哀話」〈プルノリ〉は少年の死
を扱っている。日本の原典は『金の船』2巻 7号（1920.7）に後藤末雄（1886-
1967）が〈花火〉というタイトルで発表したものである。『オリニ』には「夢見
草」という作家名が書いているが、これは『夫人（부인）』、『オリニ』、『新女
性（신여성）』などの雑誌に「談話」「哀話」「花の伝説」「少年童話」「少年小
説」「翻訳小説」などを発表する際に使っていた方定煥のペンネームである。38
方定煥は「童話〈花火〉」を「少年哀話〈プルノリ〉」と訳し、読者たちが少
36	 同上 .
37	 牧星「童話를 쓰기	 前에 어린애기르는父兄과	 敎師에게」『천도교회월보』개벽사 ,	
1921,	pp.93-94.
38	 장정희	 前掲論文 ,	 p.192-203.：	 염희경『소파방정환과 근대 아동문학』경진출판 ,	
2014,	pp.	481-512.
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年の悲しみに集中するように導く。『金の船』の目次には「少年小説」「少年
哀話」のようなジャンル名は使われず、主に「歴史童話」「長編童話」「名作
童話」が確認される。内容においても読者層においても「童話」の範囲が非
常に幅広かったといえる。『オリニ』には「写真小説〈ヨンホの事情 : 영호의 
사정〉」「少年小説〈卒業の日 : 졸업의 날〉」などのジャンル名が使われ、多様
なジャンル的試みが行われていた状況であったので、方定煥が写実的な形式の	
〈花火〉を「少年哀話（少年小説）」と認識して翻訳したのは自然なことであっ
ただろう。
　作家の小田切進 39 は、フランス文学家で東京帝国大学在学中は和辻哲郞、谷
崎潤一郞、木村莊太などとともに第二次『新思潮』創刊に参加し小説家として
デビューした。1917 年から 18 年にわたって長編『ジャン・クリストフ』を翻
訳したが、その後、創作の道を離れ慶應義塾大学教授になる。儒教がフランス
近代思想に与えた影響を解明して比較思想史の先駆的研究業績を残した。『金
の船』に文を載せたのは、〈花火〉が唯一のものとみられる。小田切がフラン
ス文学者であり、フランスが背景であることから、フランス作品と推定して、
現在追跡中である。	
　ほとんど文章をそのまま翻訳した〈耳の聞こえない家鴨〉とは違って、〈プ
ルノリ〉は多くの変更がある。最も目立つのは主人公の名前が「ロベール」か
ら「ポヨン」に変わったことである。背景も「フランスの片田舎」が単純に「片
田舎」と表現されて、「パリ」は「ソウル」に変わり、外国物語という痕跡が
消されている。ポヨンとお祖父さんがソウルに上った理由も「王様の戴冠式」
ではなく、「ソウル見物」のためであった。文章の始まりは原文と翻訳文共に、
作家が話を聞かせる形式になっており、叙事の真実性を強調している。
　A.　いつ頃の話であるか、私は知りません。さほど古い話ではないでせう。佛蘭
西の片田舎にある豪農が住んで居りました。先祖は中世紀の貴族で、庫の中には黄
金の兜や、銀の楯を始めとして、珍しい寶物が山のやうに這入つて居りました。併
し家族としては、お祖父さんと両親と、獨り息子のロベールがある許りでした。殊
に御祖父さんが大そう慈悲深い人でしたから、村の人たちは此の一家を、尊敬して
39	 小田切進	編『日本近代文学大事典』日本近代文学館、1984、p.599.
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居りました。
　丁度御祖父さんが六十歳を迎へた年の春、ある王様の戴冠式が巴里であげられる
事になりました。その噂が草深い田舎まで傅つて、野良から鍬を担いで歸る人も、
牧場から牛乳を搾つて歸る娘も、戴冠式の話でもち切りでした。「巴里へいきたいな
戴冠式の御祭りを見たいな。」と村の人達は、遠い遠い巴里の空に憧れて居りました。
　豪農の家の御祖父さんは幸ひ達者でしたから、この戴冠式を一生の見納にしよう
として、巴里をさして出発しました。其時、可愛い孫のロベールを一緒につれて往
きました。40
　B.　何年前のことであったか、それは忘れてしまいました。
　ポヨンはそのとき七歳でしたが、年老いたお祖父さんについて、初めてソウル見
物に行ってきました。あまりにも遠くて深い片田舎なので、行きも帰りも馬に乗っ
て山を越えたり、船に乗って川を渡ったり、汽車に乗ったりもして、還暦を過ぎた
お祖父さんは家に帰るなり病気になりそうでしたが、幼いポヨンはソウルへ行って
きた誇りと喜びにあふれて元気いっぱいでした。
　ポヨンがソウルへ行って見てきたものは、全てが立派で面白いことばかりでした。
一軒の家のように大きな電車が走ることや、水道から水がほとばしり出ることや、
電気が自然に明るく灯されることや、全てが不思議なことばかりで、動物園に虎と
ライオンとあらゆる獣がいることや、大きな川の上に鉄の橋がかかっていることや、
全て珍しく目を見張る見物でした。41
　〈花火〉でロベールのお祖父さんは、中世貴族の子孫で家に珍奇な宝物があ
40	 後藤末雄〈花火〉『金の船』2巻 7号	キンノツノ社、1920、p.42.
41	 夢見草「소년애화 불노리」『어린이』2 권 9 호 개벽사 ,	1924,	p.23.
	 　몃해 전 일인지 그것은 니저버렷슴니다 .
	 　보영이는 그때 닐곱살이엿난대 늙으신 하라버지 ( 祖父 ) 를 딸아 처음으로 
서울구경을 하고 나려왓슴니다 . 하도 멀고 깁흔 시골이라 오고 갈 적에 말을 타고 
산을 넘기도 하고 배를 타고 강을 건느기도 하고 긔차를 타도 가기도 하야 환갑을 
지나신 한아버지는 집에 도라오는 즉시로 몸살 ( 病 ) 이 나실 지경이것만은 어린 
보영이는 서울 갓다 온 자랑과 깃븜이 갓득하야 긔운이 싕싕하엿슴니다 .
	 　보영이가 서울가서 보고 온 것은 모도다 훌륭하고 자미잇는 것뿐이엿슴니다 . 
집채만한 뎐차가 다라나는 것이던지 수통에서 물이 쏘다저나오는 것이던지 
뎐긔불이 저절로 환하게 켜지는 것이던지 모도다 신통한 것이엿고 동물원에 
호랑이와 사자와 온갖 짐승이 잇는 것이던지 커―다란 강 ( 江 )	우에 쇠다리가 노인 
것이던지 모도다 신긔하고 굉장스런 구경이엿섯슴니다 .	
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る豪農であり、村の人たちにも尊敬されている地域の支配層に属する。このよ
うな華やかな背景は後半部に訪れる悲劇を予感させ、読者を緊張させる。一方、
方定煥は〈プルノリ〉を翻訳する際、原文に描写された背景や説明の多くを
省略した。しかし、必要に応じては場面描写をさらに加えたりもした。ポヨ
ンがお祖父さんとソウルに上って目撃した光景は、電車が通って動物園に人
が集まっていた当時の京城の姿を描いて、作品を朝鮮の実際の場所へ持って
きて実話の可能性もあり得ると強調する。
　ポヨンがソウルへ行って見てきたものは、全てが立派で面白いことばかりでした。
家ほどの大きな電車が走ることや、水道から水がほとばしり出ることや、電気が自
然に明るく灯されることや、全てが不思議なことばかりで、動物園に虎とライオン
とあらゆる獣がいることや、大きな川の上に鉄の橋がかかっていることや、全て珍
しく目を見張る見物でした。
　ポヨンがソウルで体験した最も「珍しく面白かった見物はプルノリ」であっ
た。王様の戴冠式などで打ち上げられる美しくて華やかな花火は、豪農のお
祖父さんさえも知らないほど新しい文物を象徴しており、幼い少年に大きな
文化衝撃を与える。方定煥の翻訳の特徴の一つは元の文章を消化して独特の
表現力で口演しやすい文章に変えるところにある。川辺で少年とお祖父さん
が花火を見る場面は、まるで目の前で広がるようにリアルに感じることがで
きる。朝鮮では普通見られなかった花火の形も分かりやすくかみ砕いて説明
する。
　A.　戴冠式の前日、二人は恙なく巴里に着きました。無論、この田舎者には、見
るもの、聞くものが、總て驚きと歓びでした。其時、七歳の子供であつたロベール
の眼を最も驚かしたものは、綺麗な王様や、ノートル・ダームの怪象や、市街の賑
ひではありません。御大典の前夜から打ち揚げる花火でした。日本でいへば、柳、
星下り、五彩の釣火が赤から紫に、黄から青に變つて、闇夜の空に消えて往きました。
そしてロベールは花火の揚がる度毎に、小さい手をうちながら、其の行方を見守つ
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て居りました。42
　B.　涼しい川、真っ暗な空に‼ドンと音をたてて上がり、五色の星がチァルルク
と散らばったり、流れ星が落ちるようにチュルルクと流れたり、柳の枝のように綺
麗に垂れる五彩の釣火が赤から青になって、青から黄色になって、暗い闇の中にそっ
と消えていくのが幼いポヨンにはたまらないほど面白く、また不思議な手品でし
た。43
　花火という新しくて珍しい経験をしたロベールは帰ってからも花火が忘れ
られず、もう一度見たいと願う。お祖父さんは、富と名誉を持っていたが、「花
火」という新文明に対する理解がなかったために孫の切実な願いをただ眺め
るだけで、問題解決に対する積極的な姿勢は見られない。これはお祖父さん
だけでなく、周りの大人たちも同じである。教会の牧師も「花火」を「神様
の奇跡」とみなし、無知で漠然とした返事をしてしまう。これが幼い少年の
欲望を駆り立てることになり、結果的にランプで火事を出してお祖父さんま
で亡くしてしまう悲劇的な結果をもたらす。少年の無邪気な欲望がもたらし
た破壊は村共同体的秩序や人情の中で解決されない近代社会の問題として扱
われている。
　A.	 程なく少年は最も近い都會に護送されました。そして裁判に附せられました。
殺人、強盗犯の被告の後から、法廷に這入てきたのは、可愛らしい少年ロベールで
した。傍聴席は、どよめきました。裁判官は、此可愛らしい子供が放火犯の罪人だと、
認める事が出来ないやうでした。
　『お前はどうして火事を出したのですか。』
　『私はもう一度、花火が見度かつたのでした。』
42	 後藤末雄	前掲書、pp.42-43.
43	 夢見草	前掲書 ,	p.34.
	 　서늘한 강 캄캄한 한울에 !! 쾅 소리를 내이고 올너가서 오색 ( 五色 ) 별이 
좌르륵 헤여지기도 하고 별똥이 떠러지듯이 주르륵 흘러나리기도 하고 버들가지 
가티 어렵브게 느러지는 오색 불줄이 빩앗타가 프르러지고 프르럿다가 
노래 ( 黃 ) 저가지고는 어두운 속에 살그머니 살어저가는 것이 어린 보영이에게는 
견댈 수 업시 자미스럽고 또 신긔한 요술이엿슴니다 .	
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　ロベールは自分のした事を殘らず白状しました。傍聴席には啜り泣きの聲が聞え
ました。
　併しその頃の佛国の法律は、ごく不完全でした。ただ形式の上からこの小さい被
告を裁判して、一年間牢屋へ入れるといふ事になりました。
　到頭、ロベールは懲役人の着る着物に着替へて、牢屋に繋がれました。そして折々、
母親が遠い山里から面會にきて、差入物をするばかりでした。併しその冬、この小
さい罪人は、暗い冷たい處で、病死して了ひました。44
　B.　幼いポヨンは捕えられてから、数日後に遠い都会に連れられて行って、そこ
の裁判所で裁判を受けることになりました。
　人を殺して捕らえられてきた人、物を盗んで捕らえられた盗賊の裁判が終わった
後に裁判長の前に出てきて立ったのは幼いポヨンでした。
　裁判所の傍聴に来た人たちの目は丸くなって、裁判長の目も丸くなりました。
　裁判長は心の中でとても哀れに思いました。
　『お前はどうしてお前の家に火をつけたのか』と裁判長が見下ろして聞きまし
た。
　『あの―	 私はプルノリ（花火）が見たくてたまりませんでした。プルノリを見よ
うとしてランプを持って裏庭に行って……』と言いながら、幼いポヨンの話し声は
もう涙に変わりました。傍聴人が立っているところではしくしく泣く声が聞こえま
した。裁判長の目にも涙がたまりました。泣いていない人はいませんでした。
　しかし、その時の法律はいくら幼い子どもであっても、有罪となると懲役にされ
る法律でした。とうとう幼いポヨンは火をつけた罪で、一年の懲役刑を受けること
になって、幼い身柄は冷たい冷たい牢屋に閉じ込められました。牢屋の中には友達
もなく、何もありませんでした。時々、遠いところから着物を縫って訪ねて来るお
母さんに会うことだけで、誰もいませんでした。
　しかし、しかし、その年の冬、雪が降るときに、幼いポヨンは暗い冷たい牢屋の
44	 後藤末雄	前掲書、p.49.
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中で病気になって死んでしまいました。45
　A. で幼い少年でありながら監獄刑を受けて暗く冷たいところで病死する結
末は、天真爛漫な少年の願いと対比され、冷酷すぎて過酷であるという感じを
抱かせる。B. ではそれに加えて法廷で多くの人たちが同情して悲しむが、厳
しい法律は幼い少年にも例外はなかったという点が強調されている。『オリニ』
<読者談話室>には幼い年に牢屋で死ぬポヨンの悲劇的な話を読んで、悲し
い死について同情し涙を流したという読者の感想 46 が殺到する。悲劇的で哀れ
なポヨンに対する読者の共感は、方定煥が目の前で聞かせるような話し言葉
で翻訳しているからでもあるが、九歳の幼いポヨンが牢屋に閉じ込まれると
いう冷たい法律が、当時朝鮮に現実に存在したためでもある。キム・ヒョンチョ
ル（金賢哲、2002）によると、日帝強占期に「壮年、少年の区別がなく混在し
て生活する」牢屋が実在し、「監禁施設自体、近代が生んだ産物」であったと
45	 夢見草	前掲書 ,	pp.28-29.
　어린 보영이는 붓들녀간지 여러　날만에 먼―도회지 ( 都會地 ) 로 끌녀가서 그 곳 
재판소에서 재판을 밧게 되엿슴니다 .
	 　사람을 죽이고 잡혀온 사람 , 도적질하고 잡혀온 도적놈들의 재판이 끗난 뒤에 
재판장의 압헤　나와선 사람은 어린 보영이엿슴니다 .
	 　재판소에 구경온 사람들까지 눈이 둥글해젓고 재판장도 눈이 둥글해젓슴니다 .
	 　재판장은 속으로 몹시 측은하게 생각하엿슴니다 .
	 　『너는 엇재서 너의 집에 불을 노앗느냐』하고 재판장이 나려다보고 물엇슴니다 .
	 　『네 - 저는 불노리를 보고 십어서 못 견뎃서요 . 불노리를 보려고 람포불을 들고 
뒷겻헤가서……』하면서 어린 보영이의 말소리는 벌서 울음으로 변하엿슴니다 . 
　구경군들 섯는데서는 훌적어리며 우는 소리가 낫슴니다 . 재판장의 눈에도 
눈물이 고엿슴니다 . 아니 우는 사람이 업섯슴니다 .
	 　그러나 그때의 법률은 아조 어린 아해라도 죄만 되면 중역을 하는 
법이엿슴니다 . 긔어코 어린 보영이는 불논 죄로 일년 중역을 하게 되여서 어린 
몸이 차듸찬 감옥 속에 갓치게 되엿슴니다 . 감옥 속에는 동모도 업고 아모 것도 
업섯슴니다 . 갓금 갓금 먼―데서 옷을 지여 가지고 차저 오시는 어머니를 맛나는 
것 밧게 아모도 업섯슴니다 .
	 　그러나 그러나 그　해　겨울 눈이 오실 때 어린 보영이는 어둡고 치운 감옥 
속에서 병이 나서 죽어버렷슴니다 .	
46	『어린이』제 2 권 10 호 (1924.10.11.)「オリニ九月号の全てが面白い中で『プルノリ』	
を読んで心がとても悲しかったです。そのような幼い者を何の許しもなく牢屋に入
れて死なせたのは間違ったことではありませんか。考えるほど可哀そうです。」( 仁
川西門外	 金童 )、「悲しい物語『プルノリ』をお書きになった方はどなたでしょう	
か。」( 開城池町	 金于石 )；『어린이』제 2 권 11 호 (1924.11.9.)「ポヨンがそんなにま	
で慕い焦がれたプルノリのお話を読んでいて泣きました。」( 嬰津郡	 龍泉面	 辰星校	
金正煥 )
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いう。それだけでなく、「青少年問題解決を名目とした制度および施設、例えば、
少年刑務所、感化院など」は「植民支配を美化して統制を強化する手段とし
て利用」された。47 方定煥は様々な事件で牢屋に投獄されたりもしたため、「少
年牢屋」は非常に身近な現実として迫ってきたことと思われる。「童話」と「小
説」をはじめ、多様なジャンル的試みがなされた 20年代当時、『金の船』で「童
話」に分類された作品であったが、方定煥のジャンル感覚で〈花火〉は少年
の現実を描いた「少年小説」として受け止められたのだろう。『オリニ』収録
時には〈耳の聞こえない家鴨〉とは違って、「少年哀話」というジャンル名を
強調するようにタイトルにつけ、少年の悲しみに焦点を当てるようにして叙
事の内容と情緒を簡潔で直接的な形で読者に伝えようとした。
4. 結論 
　本研究は、近代の韓日児童文芸雑誌『オリニ』と『金の船』の比較文学的な
アプローチを通して、韓日児童文学交流史を照明しようとする基礎作業であ
る。韓国の近代児童文学を究明するため、『オリニ』と『金の船』は重要な意
味を持つメディア媒体である。その重要性にもかかわらず、雑誌メディアに対
する研究は依然としてほどんど空白状態に近い。児童文学の形成期の姿を鮮明
に復元するために、日本児童文学に対する全般的な検討を通した関係究明は必
ず遂行されるべき作業である。本稿では方定煥の作品のうち〈耳の聞こえない
家鴨〉と〈プルノリ〉の日本の底本を新たに明らかにして文章を比較分析した。	
　日本で 1920 年代を前後して、子どもたちに芸術的な童話・童謡を与えるた
め創刊され始めたのが児童文芸雑誌である。日本留学を通して「児童文芸雑
誌の黄金期」を目撃した方定煥は『オリニ』誌を構想しながら、雑誌類を多
く参考にしただろう。これらのうち『金の船』については明確な親縁性が確
47	 김현철「일제강점기에 있어서의 소년불량화 담론의 형성」『한국교육사회학연구 
제 12 권 1 호	』	한국교육사회학회 ,	2002,	pp.69-81.
	 　「植民地朝鮮における少年刑事制度は近代的な性格を持っているが、同時に植民
地的な性格を帯びたものであった。植民地統治下での少年司法制度はもっと歪曲さ
れた近代的制度の在り方を持つようになる。日本では少年法が実施されていたにも
かかわらず、そして当時少年法の実施に対する社会的要求があったにもかかわらず、
結局、少年法は実施されなかった。」
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認できる。『金の船』は創刊時から「子どものための雑誌」であることを標榜し、
芸術性を追求しながらも「童話を読む中で自然に悟る教育性」と楽しさを重
視した。方定煥は『金の船』の編集哲学に共感し、親近感を感じてテキスト
も積極的に翻訳し紹介した。
　「童話」という用語と概念は近代日本を通して輸入されたものであったが、
1920 年前後の時期には日本でも「童話」の概念は説話の再話を中心とした「御
伽噺」と明確な違いが確立されなかった。方定煥は「童話〈聾の家鴨〉」を「童
話〈耳の聞こえない家鴨〉」と、「童話〈花火〉」を「少年哀話〈プルノリ〉」と
に区分して翻訳した。日本で「童話」という広いジャンル名になっていた作
品を叙事の長さと内容、そして構成によって違うジャンル名をつけて性格を
明確に区分しようとしたのである。
参考文献
1.　基本資料
『オリニ（어린이）』、復刻版『金の船=金の星』、『赤い鳥』、『天道教会月報（천도교회 
월보）』、『図説兒童文學翻譯大事典』大空社	2007.
2. 論文および単行本
김경희	 ｢방정환 ‘귀신동화’의 형성과 의미 연구｣『국문학연구 제 32 호』	국문학회 ,	
2015,	pp.247-277.
김영순	 ｢일본동화장르의 변화과정과 한국으로의 수용 : 일본아동문학사 속에서의 
흐름을 중심으로｣『아동청소년문학연구 4』한국아동청소년문학학회 ,	 2009,	 pp.31-
65.
김현철	｢일제강점기에 있어서의 소년불량화 담론의 형성｣	『한국교육사회학연구제 12 
권 1 호』한국교육사회학회 ,	2002,	pp.69-81.	
朴賢洙	 ｢잡지 미디어로서 < 어린이 > 의 성격과 의미｣『대동문화연구 50 집』	
성균관대학교대동문화연구원 ,	2005,	p.267.
방정환	 ｢새로	 開拓되는	 ‘ 童話 ’ 에	 關하야 : 特히	 少年以外의	 一般큰이에게｣	
『개벽 4 권 1 호』개벽사 ,	1923,	p.23.	
오오타케 키요미『근대 한일 아동문화 교육 관계사 연구（1895∼1945）』	 연세대박 
사학위논문 ,	2002.
오현숙	 ｢방정환의 ‘사랑의 선물’에 나타난 멜로드라마적 특성과 동화의 숭고미｣	
『아동청소년문학연구제 17 호』,	2015,	p.73.
염희경『소파（小波）방정환（方定煥）연구』인하대박사학위논문 ,	2007.
이재철 ｢한일아동문학의 비교연구 1｣『국문학논집 14 집』단국대학교출판부,	1994.
이정현『方定煥の飜譯童話硏究 : ＜サランエソンムル（사랑의선물）>を中心に』大阪	
大学博士学位論文	2008.
장정희『방정환 문학연구 : ‘소년소설’의 장르의식과 서사전략을 중심으로』	
고려대박사학위논문 ,	2013.
03_張晟喜_16号.indd   57 2019/03/25   13:58
58 方定煥の翻訳作品研究
上笙一郞『日本の童画家たち』平凡社、2006、pp.52-53.
菅忠道『日本の児童文学 1総論（増補改訂版）』大月書店、1966、p.101.
齋藤佐次郞	著 · 宮崎芳彦	篇『齋藤佐次郞・児童文学史』金の星社、1996、pp.33-34.
齋藤佐次郞	編『雜誌金の船＝金の星復刻版別冊解説』ほるぷ出版、1983.
関英雄『<赤い鳥 >再考 : 児童文学史の未熟』文芸論叢	文敎大学女子短期大学部文芸科、
1991、pp.64-65.
鳥越信編『はじめて学ぶ日本児童文学史』ミネルヴァ書房、2001、p.107.	
仲村修	 ｢方定煥硏究序論 : 東京時代を中心に｣『靑丘學術論集』14 集	韓國文化硏究振興
財團、1999、p.96、102.
03_張晟喜_16号.indd   58 2019/03/25   13:58
59方定煥の翻訳作品研究
<ABSTRACT>
A study of Bang Jeong-Hwan's translated work
-Focuced on Deaf duck and Fireworks-
PARK Jong-Jin
This study examines original scripts and comparatively analyzed the 
sentences in the translated scripts of two literary works translated by Bang 
Jung-Hwan, Deaf duck and Fireworks. Both literary works were originally 
published in Kinnohune, children's literary magazine, under the genre category 
of 'children's story ( 童話 )'. 
In the 1920s, the Japanese children's literary magazines were published 
to provide artistic children's stories and children's songs. Bang Jeong-Hwan, 
who observed 'the golden age of the children's literary magazines' in Japan, is 
assumed to take consideration of those magazines upon his establishment of 
Eorini. Among the Japanese magazines, it is clear to see a connection between 
Kinnohune and Eorini. 
Although the term and the concept of the 「童話」 came from Japan, there 
was no distinctive feature in the concept of the 'children's story' Japan, in the 
1920s, that distinguished it from 'Otogibanasi' the folk tales. Bang Jeong-Hwan 
translated and introduced Dowa「聾の家鴨」as Dong hwa Deaf duck, and 
Dowa Hanabi into boyhood novel ( 少年哀話 ) Fireworks. Through the different 
categorized of literary works by the length, contents, and structure of a story that 
were originally categorized under the widely comprehended genre of 'children's 
story'. It seems to be an intention to re-contextualize the genre by the classified 
level of stories to provide literary amusement to various targets of the readers.
Key word: Bang Jeong-Hwan,  Eorini,  Kinnohune,  Kinnohoshi,  Deaf duck, 
fireworks
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